




<はじめに>

  当院における PMD 者の病床数は 160 床あり、収容患者も満 5 才から 63 才と

幅広く、重度の患者が多い。その為看護業務の内容及び看護力の過重等、深く

問われているのが現状です。業務内容も殆んどが生活援助であり、その中でも

排泄に関する援助は、看護力の大半を要する大きな問題と言っても過言ではあ

りません。使用する患者にとって、又、そのケアーにたずさわる介助者にとっ

ても、より安楽にかつ援助しやすいものであれば、患者にとっては安易に介助

を依頼することが出来又、とりわけ腰痛予防につながると考えます。


